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HITAC L-320/30H,50Hシステム

HITAC L-320システムの新シリー

ズとして,漢字機能とクラスタ機能を

強化し,更に日本語文書編集処理機能

を支援したHITAC L-320/30H,50H

システムを開発した｡

本新システムは,従来のL-320シス

表l 主な仕様

テムと,ソフトウェアの互換性を保ち

ながら,本格的な漢字システムの構築

が可能な分散処理用コンピュータ,あ

るいはオフィスコンピュータであり,

各種の新しい特長をもっている(図1)｡

シ ス テ ム 名 称 HlTAC L-320/′30H HITAC L-320/50H

シ ス テ ム 形 式 HL-3237一‖】Hト3237一=C HL-3Z37-2l H+-3257-1=HL-3257-11C HL-325了-21
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色
モノクロ‾ム1_カラー7色

英･数字･片仮名7×9

モノクローム モノクロームlカラー 7色 モ/クローム

英･数字･片仮名

12〉く24

漢字24ニベ24

漢字960

文字/フォント

英･数字･片仮名

12〉(24

)実字24×Z4

英･数字･片仮名 7〉く9

プ

レ

イ

漢字 13:く13 漢字 13×13

莫･数字･片仮名】一9犯文 字′′′画面 英･数字･片仮名】′920, 漢字 960

漢 字 字 種 3.5qO 8′000 3,500 8.000

記憶装置(ユーザーメモリ) 28Kバイト 60Kバイト 60Kバイト 60Kバイト

フロッピディスク装置(FD) 両面倍密度フロッピディスク蓑置×2台付

イ寸

加

機

構

キーボード

(必須オプション)

+lS4段形,整配列形
同左及び

文書処理用

+IS4段形,整配列形
同左及び

文書処理用

データエントリ形, データエントリ形,

キーセット形 キーセット形

フ ァ イ ル 装 置
ディスク18Mバイト又は36MバイトYl台, ディスク柑Mバイト又は36Mバイト×最大

FDX最大2台 2台,FDニく最大2台

データステーション 最大4台まで手妾続可 最大8台まで榛東売可

プリ ン タ 装 置
各種シリアルプリンタ,インサータ付プリンタ,水平インサータ付プリンタ,漢字シリアル

プリンタ.ラインプリンタ∴実字ラインプリンタなど接続可

コミュニケーションアダプタ
l′280,2′400bps(HSC特定/交換).4′800bps(HSC特定)

2′400,4′800bps(DDX回線交換)

その他付加機構
リモートパワーオン/オフ機構.マークせん孔カード言売取機,マークシート読取機

OCRハンドリーグ,】Dカードリーグ,音声出力磯風 オペレータキー機構など接続可

l■■

図I HITAC L-320/30H,50H外観図

1.主な特長

(1)8,000字柁の本格的な漢字処手堅

(2)マスタスレーブ■方式によるマルチ

ワークステーショ ンシステム

(3)豊富なプリンタメニューの支援

(4)大容量小形ディスクの支援

(5)高性能オフィスコンピュータモデ

ル(HITAC L-320/50H)と廉価な端

末モデル(HITAC L-320/30H)

(6)日本語文書編集処理の支援

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

HITAC E-800/E-600新ミニコンピュータシステム

HITAC E-800/E¶600は,多様化す

るコンピュータアプリケーションに対

応する-ために開発した新ミニコンピュ

ータシステムである｡

E-800は,32ビット演.算を主体とし

ており,センサベース,周辺機器制御

などの従来ミニコンピュータア70りケ

【ションはもとより,分散処理,ネッ

トワーク処理でのトランザクショ ン処

理能力の強化を特に図っている(図l)｡

E-600は,16ビット亨寅算を主体とした

高速ミニコンピュータであり,HITAC

lOIIと命令語,入出力インタフェースに

対し上位互換性をもち,主記憶容量の

拡大,入出力機器の一新を図っている｡

1.主な特長

l.1 E-800システム

(1)32ビットバスによる高い処理能力

(2)最新テクノロジーによるコンパク

トな実装

(3)ホストシステム(HITAC Mシリ

ーズ)との整合性

(4)充実したネットワーク分散処理機能

(5)トランザクション処理川サブシス

テム,センサベース用サブシステムの

提供

(6)対話式システム建設,運用

(7)高級言語COBOL,FORTRAN

及びPASCALの提供

(8)データベースによるファイル管理

(9)システムの自動化機能

(1q)ユーザー開放インタフェースの提供

(11)自己診断,ハードウェアリトライ,

ログアウト機能などによる信頼惟,保

守性の向上

l.2 E-600システム

(1)殻新テクノロジーによるコンパク

トな実装

発

図I HITAC E-800新システム

(2)メモリ容量の拡大(最大256k語)

(3)高級言語PASCAL,FORTRAN

及びBASICの提供

(4)強化されたデータ管≠里

(5)ディスクベースとフロッピディス

クベースの二つのオノヾレーティ ングシ

ステム

(6)対話式システム建設,逆用

(7)ユーザー間放インタフェースの提供

(8)自己診断,エラーロギング機能な

どによる信束副生,保守性の向上

2.主な仕様

中央処玉里装置の主な仕様を表lに示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

表l 中央処‡里装置仕様

項 員 E-800/7 E-800′/5 E-6ロ0./5 巨-600ノ′′3

主

記

憶

記憶素子 NMOS CMOS NMOS

語長(ビット) 32 16

最大容量
論理8Mバイト,

物理2Mバイト
256k語

バッファ記憶 あり なし なL

アドレス変換 あり なL

命

令

加減算(〃S) 0.4 0.8 0.9 l.3

乗算(〟S) 5,l 5.3 5.5 5.9

入出ナ】焦‖雀□ チャネル.DMA_P10. DMA.P10

注:略語説明 DMA(DlreCt Memory Access)
P10(Prograrnmed け0)
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プログラム開発

VOS2(VirtualStorage Operating

System2)/VOS3 CORAL(Customer

Oriented ApplicationProgramDevelop-

ment System)は,オンラインデータ

ベースシステムADM(Adaptable Data

Manager)の環境下で,プログラム開

発･維持のトータルシステムイヒを手旨向

し,EDP(Electronic Data Proces･

sing)部門を中心とするプログラム開
発の生産性向上を実現する｡特に,販

売管手堅,生産管理などの大規模,複雑

なシステムの建設,保守にとって強力

なツールとなる｡

l.主な特長

(1)仕様書とプログラムの一体化

プログラムの処理仕様を,CORAL

が用意するフォーマット用糸氏(仕様書)

に記入することにより,プログラムが

作成できる｡これにより｢仕様書=プ

ログラム+を実現しており,フローチ

ャート作成やコーディ ング作業が不要

となる｡

(2)日本喜吾によるプログラムの作成

CORALでは,仕様書をす･べて日本

言吾(片イ反名)で記述できる｡このため,

プログラムが見やすく理解が容易とな

り,保守性が向上する｡仕様書言吉吾の

持支援システム"CORA+”

言己述例を【司lに示す｡

(3) デシジョ ンテーフかル

条件判定と判定結果の処理を表形式

で易しく表現することができるため,

論理的な誤りが少なくなり,また他人

による手堅解も容易になる｡デシジョ ン

テーブルの言己述例を図lの中ほどに示す｡

(4)視覚性を重視した簡略定義

見やすく,記入しやすい8種類のフ

ォーマット用紙(仕様書,データベー

ス定義書,画面定義書など)が用意さ

れており,これらのフォーマット用糸氏

に必要事項を記入するだけで,プログ

ラムやADM定義パラメータを自動的

に生成する｡これによりユーザーは,

データベースについての専門的な知言哉

が不要となり,開発コニ数も大幅にi成少

する｡

(5)対話サービス

システムの開発や保守の各作業を,事

務室内の端末から直接コンピュータと

対話しながら行なえる｡メニュー方式

による作業フグイダンスとプロンプティ

ング機能を提供しているため,操作が

容易て小ある｡

(6)情報の一元管理

システム開発関連情報をCORALデ

ータベース(ディクショナリデータベ

ース)に格納し,一元管理している｡
これによ り,管章聖者はプログラムの開

発状況やシステム変更にイ半うプログラ

ムの影響範囲などを手巴‡足することがで

きる｡

2.今後の計画

現在,VOSI CORALを開発中で

ある｡また,'80情報処理連合･展で好評

を得たVOS2/VOS3壬英字CORALに

ついては,製品化作業に着手しており,

昭和56年下期にリリーズの予定である｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)
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図l 仕様書言吉吾の記述例
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新年ヰ寺集号

昭和56年度の日立技術の展望

本年の御愛読を厚く御礼申し上げます｡

次号,昭和56年新年号(Vol.63No,1)は,恒例に

より｢昭和56年度の日立技術の展望+を特集致します｡

なにとぞ,引き続き御愛読を賜わりますようお願い

申し上げます｡
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新 春 座 談 会 どこまで進むか〈感覚〉 の技術化

'80年代の科学技術を担うセンシング技術

ル ポ 新交通システム

明日を開く技術く12〉 UHV送電

家 庭 コ
ー ナ ー 新しい掃明器具

続･美術館めぐりく柑〉 福岡市美術館
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